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．対象学級 和歌山市内 N 小学校 5 年（男子 15 名:女子 14 名，計 29 名） 















○第 1 時 オリエンテーション 













































































































































































































































共通して得点の向上した項目が 21 番の 1 項
目にとどまるとともに，学習集団に関わる意
見項目が男女異なって取り出されている（男





































































































































































































































協力員である Y 教諭に 5 年生を対象にした投運動の実践を行っていただいた． 
今回の実践では，体育授業に対する愛好的態度（態度得点）は向上したことから，子どもたちが好
意的，主体的に授業に取り組んだことが認められた． 
しかしながら，技能の成果として捉えたボール投げの記録には顕著な伸びが認められなかった．こ
の点について検討した結果，①子どもの学びを保障する単元時間を設定する必要性が考えられた．す
なわち，7 時間という時間設定では，子どもの自力解決を保障するまでには至らなかったことである．
②教師が子どものキネステーゼ（運動感覚）を理解することの重要性である．すなわち，子どもたち
の動きを高めるためには，教師が自らの経験にもとづく運動感覚に頼るのではなく，子どものキネス
テーゼに即した指導(言葉)を工夫することの必要性である． 
今後，これらの点を踏まえながら「楽しい授業の中でみんなが上手になる体育授業」を目指した取
組みを継続したい． 
